
F■住 指 第 547号

平成 14年 2月 4日

吉野石青株式会社

代表取締役社長 須 藤永一朗 様

国土交通大臣 林

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法 88条第

1項において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法施行令第 115条の 2の 2第 1項

第一号イ及び口 (問仕切壁 (耐力壁):各 1時間)の 規定に適合するものであることを認め

る。
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認定番号

QF060BP―-9008

認定をした構造方法又は建築材料の名称

両面ガラス繊維不織布入せっこう板張/木 製軸組造「H5仕切壁

認定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通 り



QF060BP一-9008 認定年月日:平成 14年 2月 4日

品 目  名 両面ガラス繊維不織布入せっこう板
張/木 製軸組造間仕切壁

申請者名 1吉 野  石  膏  伽

東京都千代田区丸の内

3・3'1(新東京ビル内)

1 部 分、耐火性能の区分 間 仕切壁  (耐 力)

2 試 験機関名 線オ)ペターリピング 受 話番号

3 構 造説明図  (単 位 mm)

60分準耐火

試験依頼 第 995710-2号

1)壁 高の中途で版を継 ぐ場合
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垂直断面図

目地部詳細図
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(単位 mm)

透視図

2)壁 高を1枚の版で張る場合

欄差 90× 9o以 上

問柱 30x9o以 上

邸牛 45x9o以 上 (縦目地部)

土台 9ox90以 上

受材 30X40以 上

柱 90x9o以 上
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(30x40以 上)
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垂直断面図

目地部拝組図
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4, 材料等説明

1)主 構成材料

① ガ ラス殺維不織布入せっこぅ板 (以下せっこう板と称す)
規格    不 然 “圃)第 11759号

寸法 (Em)

厚さ  12.5、 15、20、25±05

大きさ 最フ、1210±3 X 4500主 3

標準 91o±3 X 1820と 3
端部の形状

スクエ アー
ペ ベ ル

かさ比逮 1 lo■o.11

合水単  30%以 下

2)日」構成材料

① 柱 、間柱、胴っなぎ等

木材 (軸旭工法用製材及び集成材)。

② 釘

CN40又は同等以上の性能を有するもの。(cN50、sFN50、sN40、木ねじ40、タッピンねじ等)
③ 目 地等処理材

|」
IS A 6914に 適合するもの又は、同等以上の性青ヒを有するもの。

させつこう系、炭酸カルシウム系
・ジヨイントテーブ

ガラス繊維製のもの。

3)下 地の適用範囲

・木造下地

柱車9o x 9om以上。

問桂モ30×9om以 上。

問柱E45X90mm以 上。(面材の継手となる問柱)

受材‐30X40m以 上。

胴つなぎ‐50X50m以 上。(片面の目地を継ぐ場合)
胴つなぎと50×9oEal以上。(両面の目地を継ぐ場合)
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5 標 準仕様 (施工仕様)

① 曇 出し

問仕切壁を般置する所定の位置にお出しを行う。

② 下 地組み

あらかじめ現場の十法に合わせて切断した柱、問柱を455m以内の間隔に取付ける。壁高さの中遊でせっ
こう板を継ぐ場合は、継ぎ手部分に胴つなぎを入れる。又、必要に応じてころび止め等の補強を設けるもの
とする。

③ せ っこう板の取付

せっこう板は縦又は横張にして、cN40と同帯以上の釘等で1501Lm以内の間隔で留付ける。
④ 目 地部及び取合い部等の処理

(イ)目 地部を目地帯処理材にて平滑に仕上げる。

(口)打 等の留付け部は、日地帯処理材にて平滑に仕上げる。

(ハ)取 合部は隙間のないェうに充填材にて平滑に仕上げる。

③ 表 面仕上げ

目地処理等の表面処理終了後、防火上支障のない塗装tク ロス喪、吹付け等にて仕上げる。

その他、施工については 「雄耐火建築物の防火般If指針」に準すること。

又、本仕様を耐力盛として使用する場合は、本仕様の他に当核耐力産の仕様に準すること。

6 留 意事項

1)せ つこう板は、雨、湿気等の影響をうけないように平担な場所に保管する。

2)せ っこう板は、角や接着面に過度の衝撃を与えたり、表面に傷をつけないように運搬、施工する。

7 付 帯条件 な し

8 注 意事項

当該認定書において、「建築基準法の一部を改正する法魯」(平成 10年 法律第 100号 )

による改正前の建築基準法の規定による建設大臣の認定仕様がある場合は、平成 14年 6月

1日 以降は 「建築基準法の一部を改正する法律」(平成 10年 法律第 100号 )に よる改正

後の建築基準法の規定による当該認定仕様に係る国土交通大臣の認定仕様を用いるものと

する。
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